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こんにちは 日本共産党 いのくま正一です
（１）

２００７年１１月

無料なんでも相談会 毎月第３木曜 １８時３０分～ 事前にご予約ください。 「困ったときこそ親身な相談」

い
の
く
ま
区
議
は
、
深
刻
と
な
っ

て
い
る
区
民
生
活
を
支
え
る
た
め

に
、
「
区
の
豊
か
な
財
政
を
使
う

べ
き
」
だ
と
、
要
求
し
ま
し
た
。

こ
こ
三
年
間
連
続
し
て
区
民
負

担
増
が
押
し
つ
け
ら
れ
、
お
年
寄

り
も
、
現
役
世
代
も
暮
ら
し
は
大

変
で
す
。

港
区
の
財
政
は
、
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
。
こ
の
財
政
を
区
民
の

た
め
に
活
か
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

党
区
議
団
は
、
「
痛
み
や
わ
ら

げ
手
当
」
を
支
給
す
る
条
例
を
提

案
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間

の
負
担
増
を

少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め

住
民
税
課
税

に
な
っ
た
方

へ
、
二
万
円

の
手
当
を
支

給
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、

学
校
入
学
準

備
金
支
給
条

例
や
、
心
身

障
害
者
手
当

の
改
善
条
例
、
区
税
条
例
の
改
正

条
例
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
区
民
の
く
ら
し
と
子
育
て
を

応
援
す
る
も
の
で
す
。

区
民
か
ら
は
、
各
種
の
保
険
料

や
住
民
税
の
通
知
を
見
て
六
千
件

以
上
の
苦
情
が
港
区
に
殺
到
し
て

い
ま
す
。
こ
の
区
民
の
声
を
紹
介

し
、
負
担
軽
減
策
を
区
と
し
て
実

施
す
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
区
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
、
ま
っ
た
く
冷
た
い
姿
勢
で
す
。

党
区
議
団
は
、
前
年
の
収
入
が

生
活
保
護
基
準
の
一
・
二
倍
以
下

の
方
へ
、
住
民
税
を
免
除
す
る
条

例
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
区
が
同

制
度
を
実
施
す
べ
き
だ
と
要
求
し

ま
し
た
。
区
長
は
、
「
東
京
都
が

検
討
し
て
き
た
軽
減
措
置
と
同
様

の
問
題
が
伴
う
こ
と
か
ら
、
同
制

度
の
実
施
は
適
当
で
は
な
い
」
と
、

こ
れ
ま
た
冷
た
い
態
度
で
す
。

い
の
く
ま
区
議
は
、
決
算
委
員

会
で
も
重
ね
て
要
求
し
ま
し
た
。

区
は
「
負
担
増
の
軽
減
を
実
施
す

る
か
否
か
を
含
め
て
、
今
後
判
断

す
る
と
い
う
意
味
で
、
現
時
点
で

の
実
施
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な

い
」
、
「
判
断
に
当
た
っ
て
は
、

区
民
の
負
担
感
や
現
在
実
施
し
て

い
る
激
変
緩
和
策
の
効
果
な
ど
を

考
慮
に
入
れ
た
検
討
が
必
要
だ
」

と
答
弁
に
変
化
も
で
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
超
高
層

ビ
ル
中
心
の
再
開
発
事
業
へ
は
莫

大
な
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
数
年
間
で
一
九
三
億
円
も

再
開
発
事
業
に
税
金
を
投
入
す
る

計
画
で
あ
り
、
こ
の
内
、
森
ビ
ル

関
連
の
補
助
金
は
六
一
億
円
で
す
。

区
民
か
ら
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
は

森
区
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
怒
り

の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
再
開

発
補
助
金
を
き
っ
ぱ
り
と
中
止
す

る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

私立幼稚園ＰＴＡ連合会提出の表記請願が、採択されまし

た。いのくま区議は、２３区の中で実質的に入園補助金がな

いのが港区であり、制度をつくるべきだと質問。教育委員会

は「今後、全体のあり方論の中で検討はしていく」と答えま

した。また、東京都の補助金は所得制限が厳しいので、区の

制度は所得制限をなくす検討をすべきと質問。教育委員会は、

「ＰＴＡ連合会と十分協議をして、詰めていきたい」と答え

ました。

国保料の負担が高くなり、「なぜ負担が増えるのか。間違

いではないか」などの苦情が港区に殺到しています。前定例

会では、こうした負担増の中止を求める請願が出され、区民

文教常任委員会で継続審議になっていましたが、今定例会で

は、その請願項目の一つである、国保の国の負担割合を引き

上げ、減免制度改善を強く求める意見書がまとまりました。

区議会に対して青色申告会から固定資産税の軽減策を来年

度以降も継続するよう、東京都に意見書を出してほしいとい

う主旨の陳情が出されました。

決算委員会で、いのくま区議は、この陳情にそって意見書

を出すべきだと提案。全会一致で可決しました。意見書は、

都が実施している①小規模住宅用地の都市計画税２分の１軽

減、②小規模非住宅用地の固定資産税・都市計画税の２割減

額、③商業地の固定資産税・都市計画税の負担水準の上限を

６５％への引き下げ措置を、来年度以降も継続することを求

めています。

意見書・請願 可決 全会一致 区民の負担軽減には冷たく
再開発へは大盤振る舞い

税金の使い方 間違ってませんか

再開発への補助金額

過去２６年間 今後数年間

２１４億円 １９３億円

内・森ビル関連１２９億円 内・森ビル関連６１億円

公私格差是正を求める請願

国民健康保険料の負担軽減求める意見書

固定資産税の減免を継続させる意見書

決算委員会で質問 いのくま区議
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は

実
施
中
止
を
要
求

自
民
・
公
明
政
権
が
強
行
し

た
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
来
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
党
区
議
団

は
、
大
き
な
な
問
題
が
あ
る
同

制
度
の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

問
題
点
の
第
一
は
、
七
五
才

以
上
に
給
与
所
得
者
の
扶
養
家

族
も
含
め
新
た
に
保
険
料
を
徴

収
す
る
こ
と
。

保
険
料
は
、
厚
生
省
試
算
で

は
月
額
平
均
約
六
、
二
〇
〇
円
。

東
京
の
案
で
は
、
月
額
九
六
〇

〇
円
が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。

問
題
点
の
第
二
は
、
保
険
料

を
払
え
な
い
と
保
険
証
を
取
り

上
げ
る
こ
と
で
す
。

第
三
は
、
診
療
報
酬
に
病
名

に
よ
る
包
括
払
い
を
導
入
し
、

医
療
に
制
限
を
も
う
け
る
こ
と

で
す
。

党
区
議
団
は
、
国
や
東
京
都
に

対
し
て
財
政
負
担
を
増
や
す
よ
う

求
め
る
こ
と
。
「
東
京
都
広
域
連

合
」
に
対
し
て
は
、
①
高
齢
者
の

実
態
に
即
し
た
保
険
料
に
す
る

こ
と
。
②
「
資
格
証
明
書
」
は

発
行
し
な
い
こ
と
。
③
保
険
料
・

医
療
費
の
減
免
制
度
を
独
自
に

つ
く
る
こ
と
。
④
健
診
は
、
今

ま
で
ど
お
り
希
望
者
全
員
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑤
高
齢
者
等
か
ら
直
接
意
見
を

聞
く
機
会
、
公
聴
会
等
を
行
う

こ
と
。
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、
「
健
診
事
業
へ
の

支
援
は
要
望
し
て
い
く
」
と
答

弁
し
ま
し
た
が
、
来
年
四
月
実

施
の
凍
結
と
制
度
の
全
面
的
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
「
法
律
の

施
行
に
合
わ
せ
実
施
に
向
け
準

備
を
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
、
高
齢
者
の
実
態
に
あ
っ
た

保
険
料
の
減
免
な
ど
に
つ
い
て

は
、
広
域
連
合
が
「
準
備
と
検

討
を
進
め
て
い
る
段
階
、
検
討

経
過
や
協
議
等
を
踏
ま
え
、
適
切

に
移
行
で
き
る
よ
う
対
処
し
て
い

く
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

後期高齢者医療制度

年間１１万５千円の保険料

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

毎
年
学
校
か
ら
沢
山
の
要

望
が
出
さ
れ
ま
す
。

い
の
く
ま
区
議
は
、
①

毎
年
要
望
さ
れ
て
い
る
、

緞
帳
、
机
・
椅
子
、
放
送

設
備
な
ど
、
周
年
行
事
に

合
わ
せ
て
更
新
す
べ
き
だ
。

②
学
校
か
ら
の
各
種
要
望

に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て

何
割
く
ら
い
実
る
の
か
と

質
問
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
「
①

学
校
の
要
望
を
踏
ま
え
状

況
を
把
握
し
た
上
で
対
応

す
る
。
②
区
長
部
局
と
協

議
す
る
中
で
検
討
し
て
い

く
。
③
学
校
か
ら
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
八
〇
％
程

度
は
達
成
し
て
い
る
」
と

答
え
ま
し
た
。

こんにちは 日本共産党 いのくま正一です （２）２００７年１１月

４月から十
月
議
会
に
中
小
企
業
や
個
人
商
店
の

ゴ
ミ
袋
シ
ー
ル
代
を
値
上
げ
す
る
議
案
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
区
区
長
会
で
七
月

に
決
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で
議
決
し

た
上
で
来
年
四
月
か
ら
の
実
施
と
な
り
ま

す
。
い
の
く
ま
区
議
は
、
「
経
営
が
厳
し

い
中
小
企
業
へ
追
い
打
ち
を
か
け
る
値
上

げ
を
す
べ
き
で
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
与
党
会
派
（
自
民
・
公
明
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
民
主
）
は
、
中
小
企
業
の
厳

し
い
実
態
を
認
識
し
な
が
ら
、
値
上
げ
に

賛
成
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

前
向
き
に
検
討
と
答
弁

六
月
定
例
会
と
今
決
算
委
員
会
で
四
才

の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

虫
歯
予
防
の
フ
ッ
素
塗
布
の
無
料
化
と
年

齢
の
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。
区
側
は
、
フ
ッ

ソ
塗
布
は
歯
の
健
康
づ
く
り
に
お
い
て
大

変
重
要
で
あ
る
。
来
年
度
に
向
け
て
、

「
自
己
負
担
の
廃
止
と
年
齢
の
拡
大
」
を

前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

現
在
実
施
し
て
い
る
フ
ッ
ソ
予
防
事
業

は
費
用
が
五
百
円
か
か
り
ま
す
。
無
料
化

と
年
齢
拡
大
に
よ
っ
て
フ
ッ
素
塗
布
を
受

け
る
子
が
増
え
虫
歯
予
防
に
役
立
つ
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

与
党
が
賛
成
し
可
決

中
小
企
業
へ
打
撃

ゴ
ミ
袋
シ
ー
ル
値
上
げ

学
校
か
ら
の
要
望
を
実
現
す
る
よ
う
に

政府の計画では、２０１１年７月までにア

ナログ放送を終了し、デジタル放送に完全移

行しようとしています。

デジタル放送を見るためには、デジタル放

送対応テレビに買い換えるか、チューナーを

取り付ける、またはケーブルテレビに加入し

なければなりません。

しかし、いずれも数万円の費用負担となり、

弱者への対応がないまま計画をすすめると、

チューナーやテレビを買えない人たちは取り

残され、「テレビ難民」となりかねません。

党区議団は、国に対して要求せよと質問し

ました。区は、「低所得者層などに対する支

援策について国に要望する」、「区独自のパ

ンフレット作成などにより広報活動を行う」

と答弁しました。

「テレビ難民」生まない対策を 国へ要望する＝区答弁

す
こ
や
か
ち
ゃ
ん
フ
ッ
素
塗
布
事
業
の
無
料
化
と
年
齢
拡
大

日本共産党は、社会保障の財源は消費税増税に頼らず、大企業の法人税をヨーロッパなみ

にすること。米軍のグアム移転費用（３兆円）などムダな軍事費削れと提案しています。日本共産党の提案社会保障の財源

後期高齢者医療制度の保険料と国保の保険料の比較

年金収入
後期高齢者医

療制度保険料

特別区の国保料

増減率

～１５３万 １１，６７０ １０，５３０ １０．８％

～１６８万 １７，４３８ １２，１４２ ４３．６％

～１９３万 ４０，５９８ ２４，９４４ ６２．８％

～２３８万 ７９，１８３ ５０，１０６ ５８．０％

～２８８万 １２３，４９０ ８７，３３５ ４１．４％

～約３４１万 １６１，９４０ １２７，８６８ ２６．６％

～約４０７万 ２００，３９０ １６８，７８８ １８．７％

東京都後期高齢者医療広域連合資料をもとに作成（年額 円）


